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表 1 生活関連組織の改編

店舗生活課

葬祭総合課

石油課

ガス課

生活係

葬祭係

石油係

ガス係

生活部

燃料部

くらし支援部

生活葬祭課

総合エネルギー課

事業名 H27 H28 H29 H30 R1

表２ 最近５年間の店舗生活
　　 葬祭事業量の流れ

店舗事業 320 305 277 250 234
指 数 100 95 87 78 73

生活事業 179 161 157 157 160
指 数 100 90 88 88 89

葬祭事業 203 204 193 182 170
指 数 100 100 95 90 84

合 計 702 670 627 589 564
指 数 100 95 89 84 80

（千万円）

▲健康サロン会場風景
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Ⅰ 

新
た
な
生
活
関
連
組
織

　

2
0
1
9
年
末
よ
り
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
で
、
国
内
外
の
経
済
活
動
は
停
滞
し
、

個
人
消
費
も
落
ち
込
み
、
組
合
員
の
生
活

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
を
、
相
互
に
関
連
を
も
た
せ
な

が
ら
維
持
拡
大
を
図
る
方
策
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
組
織

の
一
本
化
を
図
り
、
運
営
の
合
理
化
を
め

ざ
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

組
合
員
の
皆
様
の
生
活
を
預
か
る
生
活
関

連
部
署
を
、
「
生
活
葬
祭
課
」
と
し
て
ひ

と
つ
に
整
え
発
足
し
ま
し
た
。

Ⅱ 

生
活
葬
祭
課
の
事
業

　

昨
年
度
ま
で
生
活
部
の
店
舗
生
活
課
と

葬
祭
総
合
課
を
今
年
度
は
「
生
活
葬
祭

課
」
と
し
、
部
を
「
く
ら
し
支
援
部
」
と

し
ま
し
た
。
加
え
て
燃
料
部
の
２
課
も
く

ら
し
支
援
部
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
組
織

の
改
編
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

１　

生
活
葬
祭
事
業

　

生
活
葬
祭
課
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

の
と
お
り
店
舗
事
業
、
生
活
事
業
、
葬

祭
事
業
の
３
本
で
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

り
、今
後
と
も
き
め
細
か
く
地
道
な
推

進
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

Ⅲ 

店
舗
事
業

１　

店
舗
事
業
の
実
績

①
店
舗
事
業
は
、平
成
30
年
度
25
億
円
、令

和
元
年
度
23
億
４
千
万
円
の
実
績
を
あ

げ
ま
し
た
。

②
飲
料
と
業
務
用
砂
糖
は
、不
安
定
な
消

費
情
勢
で
し
た
が
、令
和
元
年
度
飲
料

は
６
億
円
、業
務
用
砂
糖
は
４
億
円
の

実
績
で
し
た
。

③
青
果
物
と
一
般
食
品
は
、４
億
円
か
ら
５

億
円
の
売
上
げ
で
し
た
。

④
新
規
の
く
ら
し
の
宅
配
便
は
、17
百
万

円
の
実
績
で
、全
農
マ
ー
ク
品
を
小
ロ
ッ

ト
で
発
注
出
来
る
利
点
が
あ
り
、取
扱

う
Ｊ
Ａ
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

２　

店
舗
事
業
の
主
な
事
項

①
店
舗
事
業
は
、Ｊ
Ａ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
飲
料
の
製
造
出
荷
が
好
調
で
し
た

が
、エ
ー
コ
ー
プ
店
舗
の
閉
店
に
よ
る
取

扱
品
目
と
、フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
店
舗
へ
の
青

果
供
給
が
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

②
県
産
茶
葉
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し

た
、特
定
保
健
用
食
品「
香
る
ほ
っ
茶
」は
、

県
下
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
、全
国
の
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ（
全
農
各
県
本
部
、エ
ー
コ
ー
プ

各
社
）や
一
般
小
売
店
、量
販
店
、食
料
品

問
屋
各
社
と
の
新
規
取
引
に
向
け
て
推

進
し
ま
し
た
。

③
み
か
ん
果
汁
飲
料「
み
か
ん
日
和
」は
、

機
能
性
食
品
と
し
て「
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
」の
取

得
を
行
い
、Ｐ
Ｒ
と
推
進
を
す
す
め
ま

し
た
。

令
和
元
年
度
の
実
績
は
、
店
舗
事
業
は

23
億
４
千
万
円
、
生
活
事
業
は
16
億
円
、

葬
祭
事
業
は
17
億
円
、
合
わ
せ
て
56
億
円

で
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
消
費
税
増
税
に

伴
う
特
需
が
発
生
し
た
た
め
、
生
活
事
業

は
増
加
し
ま
し
た
が
、
店
舗
事
業
と
葬
祭

事
業
は
減
少
し
ま
し
た
。

２　

最
近
５
カ
年
の
実
績（
表
２
）

　

最
近
５
カ
年
に
お
け
る
３
事
業
の
事
業

量
の
流
れ
を
表
２
に
示
し
ま
す
。

①
店
舗
事
業
は
、平
成
27
年
度
32
億
円
の

事
業
量
で
あ
っ
た
も
の
が
、令
和
元
年
に

お
い
て
は
23
億
円
と
な
り
ま
し
た
。こ

れ
は
エ
ー
コ
ー
プ
店
舗
の
閉
店
や
規
模

縮
小
が
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

②
生
活
事
業
は
、平
成
27
年
度
18
億
円
の

事
業
量
で
し
た
が
、令
和
元
年
度
に
お

い
て
は
16
億
円
と
89
％
と
な
り
ま
し
た
。

③
葬
祭
事
業
は
、平
成
27
年
度
20
億
円
の

事
業
量
と
な
り
ま
し
た
が
、令
和
元
年

度
に
は
17
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

こ
う
し
た
事
業
の
い
ず
れ
も
農
家
組

合
員
の
生
活
を
支
え
て
い
る
も
の
で
あ

組
合
員
の
く
ら
し
に

貢
献
す
る「
生
活
葬
祭
課
」



▲エーコープマーク商品

▲みかん果汁100%ジュース「果実の香りぎゅっとみかん」

▲祭壇の一例
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Ⅳ 
生
活
事
業

１　

生
活
事
業
の
実
績

①
生
活
事
業
は
、令
和
元
年
度
16
憶
円
の

実
績
を
あ
げ
、平
成
30
年
度
に
比
べ
３
千

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

②
一
般
耐
久
財
は
34
％
増
と
好
調
で
し
た

が
、代
行
推
進
や
商
品
展
示
会
な
ど
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、健
康
機
器
、

電
気
製
品
、身
装
品
な
ど
の
取
扱
が
減

り
ま
し
た
。

③
日
用
品
類
と
衣
料
品
は
１
億
５
千
万
円
、

配
置
薬
、商
品
券
は
１
億
円
の
売
上
げ

で
し
た
。

④
仕
分
品
は
、食
材
宅
配
事
業
の
取
扱
増

に
よ
り
２
倍
の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

２　

生
活
事
業
の
主
な
事
項

①
生
活
事
業
は
、Ｊ
Ａ
生
活
用
品
展
示
会

に
取
り
組
み
ま
し
た
。さ
ら
に
、健
康
サ

ロ
ン
を
継
続
し
て
実
施
し
、高
齢
者
支

援
の
商
材
な
ど
の
取
扱
拡
大
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

②
食
材
宅
配
事
業
は
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
と

協
業
し
て
、高
齢
者
の
買
い
物
支
援
や
、

仕
事
や
子
育
て
世
帯
の
家
事
支
援
を
す

す
め
ま
し
た
。現
在
は
、西
部
地
区
３
Ｊ

Ａ
、中
部
地
区
１
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
ん
で

お
り
、実
稼
働
件
数
は
１
、０
４
１
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅴ 

葬
祭
事
業

１　

葬
祭
事
業
の
実
績

①
葬
祭
事
業
は
、平
成
30
年
度
18
億
円
、令

和
元
年
度
17
億
円
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。

②
一
般
葬
祭
品
は
、７
億
円
の
実
績
を
あ
げ
、

平
成
30
年
度
に
比
べ
14
％
増
加
し
ま
し
た
。

③
葬
儀
会
葬
者
の
減
少
や
法
事
等
の
簡
素

化
に
よ
り
、葬
祭
ギ
フ
ト
、葬
儀
施
行
等

が
減
る
も
の
の
、合
わ
せ
て
７
億
円
の

実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

④
搬
送
、霊
柩
、仏
壇
、石
材
類
、ホ
ー
ル
施

行
は
、ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

２　

葬
祭
事
業
の
主
な
事
項

①
Ｊ
Ａ
葬
祭
事
業
の
重
要
な
事
業
と
し
て

実
施
す
る
県
下
統
一
広
報
活
動
は
、Ｗ
ｅ

ｂ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
40
代
か

ら
70
代
の
喪
主
年
齢
層
を
中
心
に
、周
知

を
強
化
し
て
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
を

向
上
す
る
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し
た
。

②
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会

（
事
務
局
本
会
）が
主
催
す
る
各
種
研

修
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
開
催
を
見
合
わ
せ
、農

協
流
通
研
究
所
が
主
催
す
る
研
修
会
を

リ
モ
ー
ト
形
式
で
行
い
、競
争
が
激
化
す

る
葬
祭
業
界
の
現
状
を
把
握
し
、多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
研
修
し
ま

し
た
。

③
Ｊ
Ａ
葬
祭
利
用
者
や
組
合
員
・
地
域
の
皆

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
と
し
て
、人
形
・

ぬ
い
ぐ
る
み
供
養
祭
の
開
催
や
ペ
ッ
ト

火
葬
セ
レ
モ
ニ
ー
の
取
り
組
み
を
開
始

し
、Ｊ
Ａ
葬
祭
フ
ァ
ン
拡
大
に
取
り
組
み
、

同
業
者
と
の
差
別
化
を
図
り
ま
し
た
。

Ⅵ 

自
己
改
革
の
取
組
み

１　

静
岡
県
産
茶
葉
、み
か
ん
の
消
費

　
　

拡
大
に
つ
な
が
る
飲
料
の
拡
販

　

県
内
外
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
と
販
売
促

進
活
動
を
実
施
し
、
県
下
Ｊ
Ａ
や
大
手
量

販
店
チ
ェ
ー
ン
へ
「
香
る
ほ
っ
茶
」
の
販

売
促
進
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て

静
岡
産
茶
葉
や
み
か
ん
果
汁
の
Ｐ
Ｒ
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

２　

Ｊ
Ａ
葬
祭
フ
ァ
ン
の
拡
大

　

多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

と
、
新
規
商
品
の
選
定
、
集
客
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
を
実
施
し
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
フ
ァ

ン
を
増
や
す
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
取

組
み
の
企
画
と
し
て
は
、
葬
儀
事
前
相
談

会
、
相
続
セ
ミ
ナ
ー
、
人
形
供
養
祭
、
追

悼
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
事
前
相
談
と
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
提
案
し
、
利
用
者
満
足

度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅶ 

組
合
員
の
く
ら
し
に
貢
献

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
う
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
る
移
動
制

限
な
ど
の
措
置
を
受
け
、
国
内
外
の
経
済
活

動
は
停
滞
状
態
に
あ
り
ま
す
。
本
会
は
も
と

よ
り
、
新
し
く
発
足
し
た
生
活
葬
祭
課
は
、

組
合
員
の
皆
様
の
く
ら
し
に
貢
献
す
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



▲ビデオメッセージで挨拶する松永会長

▲JA静岡厚生連

▲藤枝順心高校

▲ビデオメッセージ収録の様子
▼県産青果物の展示▶
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秋
冬
青
果
物
の
取
引
拡
大
を

東
京
大
田
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会

静
岡
い
ち
ご
で
医
療
従
事
者
と
高
校
生
を
応
援

る
新
生
活
様
式
に
即
し
た
消
費
拡
大
対
策
を

実
践
し
、消
費
者
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る
静
岡

県
産
農
産
物
を
出
荷
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
愛
顧
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」と
挨
拶
、次
い
で
生
産
者
か
ら
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
で
産
地
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、市
場
の
買
参
人
な
ど
に
青
島

み
か
ん
、い
ち
ご
、セ
ル
リ
ー
、レ
タ
ス
な
ど

を
展
示
し
、静
岡
県
産
青
果
物
の
品
質
の
高

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

高
に
加
え
東
海
大
付
属
静
岡
翔
洋
高
ラ
グ

ビ
ー
部
、常
葉
大
附
属
橘
高
女
子
サ
ッ
カ
ー

部
、藤
枝
明
誠
高
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
、聖
隷
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
高
男
子
バ
レ
ー
部
、富
士
見

高
女
子
バ
レ
ー
部
に
合
計
5
0
0
パ
ッ
ク
の

い
ち
ご
を
贈
呈
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制

限
さ
れ
る
中
、団
体
球
技
で
全
国
大
会
へ
出

場
す
る
高
校
生
を
応
援
し
ま
し
た
。

　

藤
枝
順
心
高
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
、1
月

3
日
か
ら
10
日
に
行
わ
れ
た
第
29
回
全
日

本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
、連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。こ
れ
を
祝
し
、同
協
議
会
は
、1
月
20
日

に
い
ち
ご
1
0
0
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
し
た
。 

　

12
月
15
日
、み
か
ん
園
芸
部
は
、東
京
大
田

市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、市
場
関

係
者
ら
お
よ
そ
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
例
年
実
施
し
て
い
る
競
売
台
へ
の
登

壇
を
実
施
せ
ず
、事
前
に
収
録
し
た
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
上
映
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
い
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、本
会
の
松
永

大
吾
経
営
管
理
委
員
会
会
長
が「
本
年
は
大

き
な
天
候
の
被
害
も
な
く
好
天
に
恵
ま
れ

た
。各
品
目
順
調
な
生
育
が
続
き
、例
年
以
上

に
高
品
質
な
商
品
を
お
届
け
で
き
る
。本
県

J
A
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

一
．
J
A
静
岡
厚
生
連

　

12
月
17
日
、静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会（
事
務

局
：
野
菜
花
卉
課
）飯
田
寿
夫
会
長
と
本
会

加
藤
敦
啓
代
表
理
事
理
事
長
は
、県
農
業
会

館
の
J
A
静
岡
厚
生
連
を
訪
れ
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、医
療

の
最
前
線
に
あ
た
る
従
事
者
に
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
、静
岡
い
ち
ご「
紅
ほ
っ
ぺ
」と「
き

ら
ぴ
香
」計
３
０
０
パ
ッ
ク
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

贈
呈
し
た
い
ち
ご
は
厚
生
連
の
病
院
や
介

護
施
設
な
ど
の
医
療
従
事
者
に
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

二
．
高
校
生

　

12
月
18
日
、

同
協
議
会
は

藤
枝
市
の
藤

枝
順
心
高
校

を
訪
れ
、女

子
サ
ッ
カ
ー

部
に
静
岡
い

ち
ご「
き
ら

ぴ
香
」を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会

は
、今
回
贈

呈
式
を
行
っ

た
藤
枝
順
心



金
賞
１
席 

佐
々
木
敦
史（
J
A
遠
州
夢
咲
・
紅
ほ
っぺ
）

金
賞
２
席 

加
藤
隆
仁（
J
A
掛
川
市
・き
ら
ぴ
香
）

金
賞
３
席 

永
倉
玄
太（
J
A
伊
豆
の
国
・
紅
ほ
っぺ
）

金
賞
４
席 

渡
邉
裕
介（
J
A
遠
州
夢
咲
・
紅
ほ
っぺ
）

金
賞
５
席 

齋
藤
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J
A
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み
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紅
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っぺ
）
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全
国
茶
品
評
会

農
林
水
産
大
臣
賞
の
受
賞
を
知
事
に
報
告

県
産
い
ち
ご
の
品
質
向
上
を

第
31
回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会

果
を
踏
ま
え
て
茶
園
管
理
と
製
造
に
取
り
組

ん
で
き
た
。こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
さ

ら
な
る
技

術
の
向
上

を
目
指
し

た
い
」
と

意
気
込
み

ま
し
た
。

　

12
月
21
日
、第
74
回
全
国
茶
品
評
会
で
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
相
藤
農
園
と
農

業
生
産
法
人
掛
川
中
央
茶
業
株
式
会
社
研
究

部
会
の
生
産
者
、本
会
石
川
和
弘
常
務
理
事

ら
が
静
岡
県
庁
を
訪
れ
、川
勝
平
太
静
岡
県

知
事
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

深
蒸
し
煎
茶
の
部
で
受
賞
し
た
掛
川
中
央

茶
業
株
式
会
社
は「
茶
園
共
進
会
や
土
壌
診

断
を
欠
か
さ
ず
行
い
品
質
の
向
上
に
努
め
て

き
た
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
今
回
の
受
賞

に
繋
が
っ
た
」と
受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
ま

し
た
。普
通
煎
茶
4
ｋｇ
の
部
で
受
賞
し
た
相

藤
農
園
は「
毎
年
品
評
会
に
出
品
し
審
査
結

　

12
月
17
日
、静
岡
県
野
菜
振
興
協
会（
事
務

局
：
野
菜
花
卉
課
）は
、県
農
業
会
館
で「
第

31
回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。県
産
い
ち
ご
の
生
産
技
術
の
改

善
と
品
質
向
上
が
目
的
。品
評
会
で
は
、「
紅

ほ
っ
ぺ
」１
２
７
点
、「
き
ら
ぴ
香
」34
点
、「
章

姫
」１
点
の
出
品
が
あ
り
、最
高
位
の
金
賞
1

席
・
農
林
水
産
大
臣
賞
に
は
J
A
遠
州
夢
咲

の
佐
々
木
敦
史
さ
ん（
紅
ほ
っ
ぺ
）が
受
賞
し

ま
し
た
。　

 　

品
評
会
は
、県
、市
場
、消
費
者
代
表
ら
15

人
の
審
査
員
が
形
状
・
色
沢
・
玉
揃
い
な
ど
の

外
観
と
食
味
・
肉
質
な
ど
の
内
容
を
審
査
。審

査
員
長
の
県
農
林
技
術
研
究
所
の
新
田
明
彦

所
長
は「
昨
年
に
比
べ
大
玉
傾
向
で
形
状
も

良
く
品
評
会
へ
の
出
品
数
も
多
か
っ
た
。天

候
に
恵
ま
れ
こ
と
と
、生
産
者
の
努
力
の
結

果
」
と
講

評
し
ま
し

た
。
上
位

受
賞
者
は

次
の
通
り

（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内

は
J
A
名

・
品
種
名
）。
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県
産
野
菜
の
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
て

県
産
野
菜
セ
ッ
ト
を
ネ
ッ
ト
販
売

ジ
ェ
イ
エ
イ
静
岡
燃
料
サ
ー
ビ
ス
㈱

初
の
車
検
整
備
施
設（
認
証
工
場
）

J
A
S
S
-
C
A
R
S
い
と
う
オ
ー
プ
ン

　

12
月
15
日
、静
岡
県
農
協
青
果
物
消
費

宣
伝
事
業
推
進
委
員
会（
事
務
局
：
野
菜

花
卉
課
）は
本
会
営
業
部
と
協
力
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

で
、静
岡
県
産
野
菜
の
セ
ッ
ト（
写
真
）を
販

売
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
野
菜
の
価
格
が
低
迷
す
る

中
、県
内
生
産
者
の
支
援
と
県
産
青
果
物

の
消
費
拡
大
が
目
的
。レ
タ
ス
、ト
マ
ト
、セ

ル
リ
ー
、イ
チ
ゴ
な
ど
計
11
種
の
県
産
野
菜

を
セ
ッ
ト
し
、1
2
0
セ
ッ
ト
販
売
し
ま
し

た
。

　

12
月
1
日
、
ジ
ェ
イ
エ
イ
静
岡
燃
料

サ
ー
ビ
ス
㈱
は
、
伊
東
市
に
「
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
-C
A
R
S
い
と
う
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。こ
の
施
設
は
、同
社
に
と
っ
て
初
め
て

の
車
検
整
備
施
設（
認
証
工
場
）で
、車
検

や
修
理
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま
で
近
隣
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
-P
O
R
T
い
と
う
で
行
っ
て
い
た

中
古
車
販
売
に
加
え
新
車
リ
ー
ス
も
取
り

扱
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
-C
A
R
S
い
と
う
の
手
塚
郷

伸
工
場
長
は「
当
店
は
設
備
が
整
っ
て
お
り
、

多
く
の
お
客
様
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。車
検
や
修
理
に
限
ら
ず
、お
車

の
購
入
や
備
品
の
取
り
付
け
な
ど
、お
車

に
関
す
る
相
談
は
当
店
ま
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、当
店
を
ご
利
用
の

お
客
様
に
は
J
A
S
S
で
使
え
る
特
典
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、た
く
さ
ん
の
方
の

ご
来
店

を
お
待

ち
し
て

お
り
ま

す
。」と

P
R
し

ま
し
た
。

県
産
米
が
日
本
一
に

第
17
回
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
in
し
ず
お
か
開
催

ン
ト
と
生
産
振
興
開
発
課
の
鈴
木
秀
規
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
審
査
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
同
支
部
は
、Ｊ
Ａ
御
殿
場
高
根

支
店
の
杉
山
浩
也
職
員
と
勝
又
友
之
職
員

に
よ
る
栽
培
指
導
お
よ
び
肥
料
農
薬
の
選
定

に
基
づ
き
、美
味
し
い
米
作
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、『
日
本
一
』と『
２

年
連
続
県
知
事
賞
』と
い
う
輝
か
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。同
支
部
で
は
、本
会
と
メ
ー

カ
ー
で
良
食
味
米
生
産
に
向
け
考
案
し
た

「
Ｆ
Ｔ
Ｅ
水
稲
有
機
ペ
レ
ッ
ト
６
２
１
」を

主
な
肥
料
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
、お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
実

行
委
員
会（
事
務
局
：
県
農
芸
振
興
課
）は

「
第
17
回
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
in
し
ず

お
か
」の
最
終
審
査
を
磐
田
市
の
県
農
林
技

術
研
究
所
で
開
催
し
、J
A
御
殿
場
青
壮
年

部
高
根
支
部
が
最
上
位
と
な
る
実
行
委
員
会

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、J
A
御
殿

場
深
沢
部
農
会
の
小
松
勝
三
さ
ん
も
最
高
金

賞
に
入
賞
し
、県
内
か
ら
２
者
が
入
賞
す
る

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
お
米
、ご
は
ん
を
中
心

と
し
た
和
食
文
化
の
推
進
と
良
食
味
米
の
産

地
育
成
、消
費
拡
大
を
目
的
に
平
成
16
年
か

ら
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。最

終
審
査
で
は
、

全
国
34
道
府
県

か
ら
出
品
さ
れ

た
5
9
7
点
の

う
ち
食
味
評
価

機
器
審
査
を
通

過
し
た
75
点
に

つ
い
て
、審
査

員
12
人
が
食
味

官
能
審
査
を
実

施
し
、本
会
食

糧
課
の
古
川
信

好
コ
ン
サ
ル
タ



▲JAしみず こん太部会
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営農支援だより 作物・産地・営農・技術・
資材などの情報をお届けします。

持
続
性
の
あ
る
地
域
農
業・社
会

に
向
け
、農
業
振
興
基
金
協
会
助

成
事
業
の
積
極
的
な
活
用
を
！

農
業
振
興
基
金
協
会
と
は

　

農
業
振
興
基
金
協
会
は
、県
及
び
農
業
団

体
が
実
施
す
る
諸
施
策
の
補
完
・
充
実
に
向
け
、

県
と
農
業
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
昭
和
56
年
8

月
25
日
設
立（
社
団
法
人
静
岡
県
農
業
振
興
基

金
協
会
）、さ
ら
に
、よ
り
公
益
性
を
高
め
る
た

め
、平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら「
公
益
社
団
法

人
静
岡
県
農
業
振
興
基
金
協
会
」と
し
て
、再

出
発
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。　

農
業
振
興
基
金
協
会
の
助
成
事
業
は

1
．農
業
・
農
村
が
地
域
社
会
に
果
た
し
て
い

る
持
続
性
の
あ
る
役
割
の
発
揮
に
向
け
、

農
業
振
興
・
農
村
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
助
成
事
業
を
実
施
、そ
の
必

要
な
経
費
は
基
本
財
産（
県
及
び
農
協
中

央
会
の
出
資
金
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
寄
託

金
：
40
億
1
0
0
万
円
）の
運
用
益
等
を

充
て
て
い
ま
す
。

2
．設
立
当
初
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
事
業

実
施
状
況
は
、実
施
件
数
約
4
，0
0
0
件
、

助
成
額
約
20
億
4
，3
0
0
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

3
．現
在
、農
業
者
の
所
得
増
大
、農
業
生
産
の

拡
大
、地
域
の
活
性
化
等
に
向
け
、助
成
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
事
業
の
う
ち
、一
般
事
業
は
、農
業
者

等
が
主
体
と
な
っ
た
現
場
に
お
け
る
課
題
解

決
に
向
け
た
取
組
に
対
し
、必
要
な
経
費
の
一

部（
1
／
2
以
内
、助
成
金
限
度
額
有
）を
助
成

し
て
い
ま
す
。

①
担
い
手
育
成
対
策
事
業

　
　

地
域
農
業
の
担
い
手
の
育
成
･
確
保
を

図
る
た
め
、農
業
者
の
経
営
能
力
や
技
術

力
向
上
の
た
め
の
研
修
、仕
組
み
づ
く
り

等
、地
域
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に

取
り
組
む
農
業
者
等
の
組
織
、担
い
手
の

組
織
及
び
農
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
事

業
。

②
地
域
農
業
振
興
対
策
事
業

　
　

農
産
物
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
技
術
・

新
品
種
の
導
入
、安
全
安
心
な
農
産
物
の

生
産
基
盤
づ
く
り
、耕
作
放
棄
地
対
策
等

地
域
農
業
の
振
興
に
取
り
組
む
農
業
者
等

の
組
織
、農
業
協
同
組
合
及
び
市
民
団
体

（
鳥
獣
被
害
対
策
、耕
作
放
棄
地
再
生
等

の
み
）が
実
施
す
る
事
業
。

③
農
村
振
興
対
策
事
業

　
　

地
域
の
特
産
づ
く
り
、グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、食
農
教
育
の
推
進
等
、農
村
地

域
の
振
興
に
取
り
組
む
農
業
者
等
の
組
織
、

農
業
協
同
組
合
及
び
市
民
団
体（
食
農
教

育
・
花
育
の
み
）が
実
施
す
る
事
業
。

令
和
2
年
度
の
一
般
事
業
は

　

事
業
実
施
件
数
46
件
、
総
事
業
費
4
，

2
8
0
万
円
に
対
し
て
、助
成
金
1
，5
9
6
．

6
万
円
の
助
成
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、複
数
の
事
業
主
体
か
ら
の

も
の
は
、現
状
、特
に
問
題
点
を
把
握
、そ
こ
か

ら
課
題
を
設
定
、そ
の
達
成
に
向
け
、施
策
を

立
案
、そ
の
実
行
に
助
成
事
業
を
活
用
、こ
う

し
た
構
図
が
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、こ
う
し
た

取
組
が
拡
大
を
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

令
和
3
年
度
の
助
成
事
業
の
取
組
に
向
け

1
．最
初
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
が「
問

題
」と「
課
題
」で
す
。人
に
よ
っ
て
は
、「
問

題
」を「
課
題
」と
し
て
捉
え
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、「
担
い
手
不
足
」は

問
題
、こ
れ
を「
課
題
」と
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、「
担
い
手
育
成
・

確
保
」が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
　

 

そ
し
て
、「
問
題
」の
解
決
に
向
け
、「
課

題
」を
設
定
、そ
の
達
成
に
向
け
、各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
わ
け

で
す
。

2
．次
に
こ
の
過
程
で
、壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
場
合
、

諦
め
ま
す
か
？
で
き
な
い
理
由
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、ど

う
し
た
ら
で
き
る
の
か
、常
に
前
向
き
に

解
決
の
糸
口
を
見
い
出
し
、行
動
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

3
．こ
れ
ら
の
こ
と
を
業
務
の
中
で
意
識
し
、

助
成
事
業
活
用
に
向
け
た
青
写
真（
絵
）を

描
い
て
く
だ
さ
い
。

結
び

　

事
業
実
施
件
数
は
、平
成
28
年
度
の
81
件

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ

の
拡
大
に
向
け
、Ｊ
Ａ
、農
林
事
務
所
等
へ
の

事
業
活
用
の
提
案
を
は
じ
め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://group.ja-shizuoka.or.jp/kikin

）

で
の
情
報
発
信
、農
政
・
営
農
担
当
部
課
長
会

議
等
で
の
働
き
掛
け
を
通
じ
て
、事
業
の
掘
り

起
し
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
、引
き
続
き
、助
成
事
業
の
募
集

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、基
金
協
会
助
成
事

業
を
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
に
活
用
し
、生
産
現

場
の
課
題
達
成
に
向
け
た
取
組
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。（
公
益
社
団
法
人 

静
岡
県
農
業
振

興
基
金
協
会　

糟
屋 

和
良
）

◎
助
成
事
業
の
照
会
先

　

公
益
社
団
法
人 

静
岡
県
農
業
振
興
基
金
協
会

　

電
話
0
5
4（
2
8
4
）9
5
4
5



農林技
術

研究所
だより

最新研究
紹介一

　
は
じ
め
に

　

通
常
よ
り
も
速
く
軟
ら
か
く
な
っ
て
し

ま
う
果
実
を
、「
軟
果
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

軟
果
は
、
出
荷
後
商
品
価
値
が
著
し
く
低

下
す
る
た
め
、
生
産
者
は
廃
棄
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
時
期
に
よ
っ
て
は
、
軟
果
に
よ
っ

て
30
％
以
上
廃
棄
す
る
生
産
者
も
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
軟
果
は
ト
マ
ト
生
産
に

お
い
て
大
き
な
問
題
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
軟
果
の
発
生
原
因
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
　
現
地
で
発
生
し
た
軟
果
の
特
徴

　

軟
果
の
原
因
を
探
る
た
め
、
現
地
で
ト

マ
ト
果
実
を
集
め
、
果
実
を
触
っ
た
感
覚

で
硬
さ
別
に
４
段
階
に
分
け
、
果
実
品
質

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

果
実
の
ゼ
リ
ー
部
と
果
皮
の
間
に
あ
る

果
肉
部
分
を
中
果
皮
と
言
い
ま
す
が
、
軟

果
は
中
果
皮
が
薄
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
（
図
１
）。
ま
た
、軟
果
は
、糖
度
・
酸
度
・

果
実
乾
物
率
が
低
く
、
食
味
が
劣
り
ま
し

た
（
図
２
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
軟
果
の

発
生
原
因
は
、
光
合
成
不
足
で
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

三
　
軟
果
の
発
生
原
因
と
対
策

⑴
光
量
不
足
で
軟
果
が
発
生
、
着
果
過
多

　

で
軟
果
が
発
生

　

光
合
成
不

足
が
軟
果
の

原
因
で
あ
る

か
を
確
か
め

る
た
め
、
栽

培
中
に
遮
光

し
て
軟
果
が

発
生
す
る
か

ど
う
か
を
確

か
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、

遮
光
し
て
光
量
が
不
足
す
る
と
、
中
果
皮

は
薄
く
な
り
、軟
果
が
発
生
し
ま
し
た
（
図

３
）。

　

次
に
、
遮
光
条
件
下
で
、
着
果
数
と
軟

果
と
の
関
係
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
着
果
数

が
多
い
ほ
ど
中
果
皮
は
薄
く
な
り
、
軟
果

が
多
く
な
り
ま
し
た（
図
４
）。
こ
れ
ら
の

結
果
か
ら
、
軟
果
の
発
生
原
因
は
光
量
不

足
や
着
果
数
が
多
す
ぎ
る
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

⑵
葉
面
積
が
少
な
い
と
軟
果
が
発
生

　

次
に
下
葉
を
摘
葉
し
、
残
葉
数
と
軟
果

発
生
と
の
関
係
を
調
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
残
し
た
葉
が
少
な
い
処
理

80 100 120 140 160

慣行

遮光

果実硬度 (gf)

軟果発生率

28%

4%

図3　遮光すると軟果が発生

80 100 120 140 160

着果少

着果中

着果放任

遮
光

果実硬度 (gf)

軟果発生率

33%

4%

4%

図4　着果数が多いと軟果が発生

着果中区：果房あたりの目標着果数　４果
着果少区：果房あたりの目標着果数　２果
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ト
マ
ト
軟
果
の
発
生
原
因
と
対
策

静岡県農林技術研究所
野菜生産技術科

上席研究員

今 原 淳 吾

私
が紹介

します

!
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果実乾物率（％）

0 5
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中果皮厚（mm）

0 100 200
軟果 （甚）
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軟果 （少）

硬果

果実硬度（gf）

正常果
（中果皮厚）（7mm）

中果皮

軟果
（3mm）

　図２　軟果は糖度・酸度・果実乾物率が低く食味が劣る　　　　　　図１　軟果は中果皮が薄い



区
の
果
実
は
、
中
果
皮
が
薄
く
な
り
、
軟

果
の
発
生
率
が
増
え
ま
し
た
（
図
５
）。

こ
の
結
果
か
ら
、
軟
果
は
残
葉
数
の
不
足
、

つ
ま
り
葉
面
積
の
不
足
も
原
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

⑶
軟
果
の
発
生
は
果
実
の
横
径
が
２
～
３

　

cm
の
時
に
決
ま
る

　

遮
光
・
着
果
放
任
・
葉
数
少
区
な
ど
軟

果
が
発
生
し
や
す
い
条
件
下
で
も
、
軟
果

は
処
理
後
す
ぐ
に
発
生
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
軟
果
は
、
処
理
開
始
か
ら

約
40
日
後
か
ら
発
生
し
始
め
、
50
～
60
日

後
に
最
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
（
デ
ー
タ

略
）。
こ
れ
は
、
中
果
皮
が
、
果
実
肥
大

初
期
（
幼
果
）
の
時
に
最
も
発
達
し
、
収

穫
前
に
は
ほ
と
ん
ど
厚
く
な
ら
な
い
た
め

で
す
。
つ
ま
り
、
果
実
の
横
径
が
２
～
３

cm
の
時
に
、
光
合
成
不
足
や
着
果
過
多
に

な
る
と
、
中
果
皮
が
発
達
不
良
と
な
り
軟

果
が
発
生
し
ま
す
。

　

軟
果
が
発
生
し
始
め
た
時
に
は
「
時
既

に
遅
し
」、
も
う
取
り
返
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
軟
果
は
先
を
見
据
え
た
対
策
が

必
要
で
す
。

⑷
そ
の
他
の
環
境
要
因

　

温
度
や
肥
培
管
理
と
軟
果
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
現
在
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

四
　
ま
と
め 

軟
果
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

こ
れ
ま
で
の
試
験
結
果
や
現
地
で
軟
果

が
多
発
す
る
ほ
場
の
様
子
か
ら
、
軟
果
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ま
と
め
ま
し
た
（
図

６
）。
現
在
も
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
、
他
に
も
原
因
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
１
果
あ
た
り
の
光
合
成
産
物

不
足
が
軟
果
発
生
の
根
本
的
な
原
因
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
軟
果
は
長

段
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
温
室
で
発
生

し
や
す
く
、
特
に
２
月
に
発
生
が
多
い
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
長
段
栽
培
で
は
、
12

月
の
日
照
不
足
の
時
に
も
着
果
数
が
多
く
、

１
果
あ
た
り
の
光
合
成
量
が
不
足
し
、
こ

の
影
響
が
後
れ
て
顕
在
化
す
る
た
め
で
す
。

春
以
降
の
軟
果
は
、
着
果
量
が
多
い
こ
と

や
収
獲
後
れ
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

五
　
軟
果
対
策

　

原
因
の
裏
を
返
せ
ば
対
策
技
術
に
な
り

ま
す
。

　

C
O
2

施
用
に
よ
る
光
合
成
の
促
進
や
摘

果
に
よ
り
、
着
果
数
を
減
ら
す
こ
と
も
、

軟
果
の
発
生
防
止
に
有
効
で
す
。
ま
た
、

硬
い
玉
の
品
種
や
、
節
間
が
長
く
受
光
態

勢
に
優
れ
る
品
種
へ
の
切
替
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　

日
照
不
足
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
が
、
日
照
不
足
が
心
配
さ
れ
る
と
き

に
は
、
葉
面
積
・
残
葉
数
を
確
保
す
る
こ

と
が
軟
果
の
発
生
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

12
月
な
ど
の
日
照
不
足
の
時
に
、
多
収
を

目
指
し
た
果
実
の
着
色
促
進
や
、
病
害
虫

対
策
、
作
業
性
等
を
優
先
し
た
過
度
な
葉

欠
き
は
、
軟
果
の
発
生
を
助
長
す
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

光
合
成
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
葉

面
積
を
確
保
す
る
と
言
っ
て
も
、
下
葉
を
一

気
に
欠
き
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
す
る
、
草

勢
維
持
・
葉
枯
の
防
止
、
密
植
を
避
け
た

計
画
的
な
作
付
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。
総
合
的
な
対
策

を
し
て
、
安
定
出
荷
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

磐
田
市
富
丘
6
7
8
-1　

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

野
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技
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科
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（
掲
載
ホ
ー
ム
ペ
ー
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名
）
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岡
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葉多

【慣行】葉中

葉少

果実硬度 (gf)

軟果発生率

12%
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0%

図５　残葉数が少ないと軟果が発生

葉長3cm以上の葉を1枚とカウントした。
葉少区は、摘葉後の残葉数が14枚で下から3段目の果房が見え
る程度。葉中区は残葉数18枚で収獲中の果房が少し見える程
度。葉多区は残葉数が23枚で収獲果房の下に葉が1枚残る程度
に摘葉。

12
月

（
病
気
、Mg
欠
）

光
合
成
産
物
不
足
／
果

葉
面
積
不
足

強
葉
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葉
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葉
枯

光
不
足

密
植

着
果
過
多

光
遮
る

肉
厚
う
す
い

中果皮厚 発達ステージ 
 
 果実 横径 2～3cm時  

光合成不足後  
40～70日後に 
軟果発生  

軟
果

そ
の
他
の

原
因
あ
る
？

研
究
継
続
中

図６　軟果発生メカニズム
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県内JA限定生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

営農ナビ イントラ版として情報発信していきます！

経済連肥薬通信2月号
経済連コンサルタントによる技術情報

柑橘誌紹介
柑橘経営に役立つ記事を毎号掲載しています。 
申込も受付しています。

市場概況
大田市場、名古屋市場、大阪市場の概況を
随時更新しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）を
掲載しています。分析の際はコチラから！

経済連肥薬通信

販売情報

農産物安全分析センター

柑橘果樹情報

更新

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen

建設部からのINFORMATION
担当　建設部　054-284-9523

大井川農業協同組合

焼津地区 新店舗オープン
大富支店建設工事 竣工式
　12月1日、JA大井川は、大富支店建設工事の竣工式を行ないました。神
事は、新型コロナウィルス感染拡大防止の対策を行ない、増田政光組合
長をはじめ、最小限の出席者により厳粛に執り行われました。本工事は、
旧店舗を営業しながら同敷地内に大富支店と焼津営農経済センターを
併設した1棟の建物として建替えを行ない、1期工事が完了し、12月7日に

新店舗がオープンしました。地域の拠点として新たに建て替えられた施
設には、災害時のBCP対策として、非常用発電機の設備も備えられていま
す。現在、2期工事として進めている加工室、料理教室の改修整備、旧店舗
の解体工事および外構工事は、令和3年3月に完成予定です。設計監理は、
本会一級建築士事務所が行なっています。

▲増田組合長の神事の様子 ▲新支店・営農経済センター



JAタウン

しずおか「手しお屋」のオススメ商品

検 索しずおか手しお屋

▲JAハイナン「いもの華」（1袋200g）
◦4袋セット…3,100円
3月中旬までの期間限定。
※販売時期や価格は変更する場合があります。

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen

テレビ番組「しずおかごはんが食べたい！」のご紹介
　食糧部は、協賛するテレビ番組「しずおかごはんが食べたい！」（全
11回放送・テレビ静岡）で、県産米のPRを行っています。1月16日に
放送された第9回目の放送では、令和3年1月から新発売した「静岡そ
だち」をお笑い芸人フォーリンラブ・バービーさんが紹介しました。
　「静岡そだち」は、玄米の「タンパク」や「アミロース」などを計り点
数化した食味値検査で「83点」以上の高得点を得た選りすぐりのお
米です。そのお米を、厳選した農畜産物にのみ許される「静岡そだ
ち」の称号を付けブランド化しました。この「83点」という点数は、令
和2年静岡県産コシヒカリの検査結果のうちおよそ7％で、他のブラ

ンド米にも負けない美味しさとなっています。
　次回放送は磐田市から「にこまる」をオードリー・春日さんが紹介
します。２月20日（土）夕方5時より放送予定です。
　ぜひご覧ください！

▲「静岡そだち」をＰＲするバービーさん ▲静岡そだちこしひかりを紹介しました！

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

JAハイナン「いもの華」（芋切干し）

担当：営業部 流通開発課（TEL:054-284-9728）

　今回はJAハイナンの干し芋「いもの華」をご紹介します！
　いもの華は、今流行りのしっとり・ねっとりした濃厚な甘みが特
徴のサツマイモ「紅はるか」を主に使用しています。
　全国的にも長い日照時間と、寒冷な遠州の空っ風で天日干しし、
濃厚な甘みとうまみの詰まった逸品に仕上げました。
　自然のチカラで完成させた芋切干しなので、こどもから高齢者
まで、安心して食べていただける自然食品です。
　そのまま食べるのはもちろん、オーブントースターで軽く焼くと
甘さが引き立ち、しっとり軟らかい食感を味わえます。

JAタウン手しお屋ショップから
この時期オススメの商品を

ご紹介します♪

▲商品詳細はこちら
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「いつでも安定した美味しさ」を食卓にお届けします。

生産・集荷団体や県下JAグループでは、静岡県産米の生産振興における
取り組みとして、【静 岡 そ だち 】という新たなブランドを作りました。


